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年度 開 催 日 会議名 回数 重要決議事項等

1982
4 月 24日（土） 理事会 第 1回 故尾崎一雄常務理事を名誉館長

に推挙／評議員選出
6月 26日（土） 評議員会 第 1回
12月 22日（水） 理事会 第 2回

1983

1 月 22日（土） 評議員会 第 2回

5月 21日（土）
理事会

第 3回
評議員会

12月 24日（土） 評議員会 第 4回
12月 26日（月） 理事会 第 4回

1984

3 月 26日（月） 理事会 第 5回 事務局を文学館施設へ移転
5月 30日（水） 評議員会 第 5回
6月 2日（土） 理事会 第 6回
12月 22日（土） 理事会 第 7回

1985

3 月 27日（水）
理事会 第 8回
評議員会 第 6回

6月 1日（土）
理事会 第 9回
評議員会 第 7回

12月 26日（木）
理事会 第 10回 友の会制度の発足

評議員会 第 8回

1986
5 月 31日（土）

理事会 第 11回
評議員会 第 9回

12月 26日（金）
理事会 第 12回
評議員会 第 10回

1987
5 月 23日（土）

理事会 第 13回
評議員会 第 11回

12月 26日（土）
理事会 第 14回
評議員会 第 12回

1988

3 月 26日（土） 理事会 第 15回 夏目漱石資料購入

5月 14日（土）
理事会 第 16回
評議員会 第 13回

12月 23日（土）
理事会 第 17回
評議員会 第 14回

1989
5 月 20日（土）

理事会 第 18回
評議員会 第 15回

12月 26日（火）
理事会 第 19回
評議員会 第 16回

1990
5 月 19日（土）

理事会 第 20回
評議員会 第 17回

12月 26日（水）
理事会 第 21回
評議員会 第 18回

1991

3 月 23日（土） 理事会 第 22回

5月 18日（土）
理事会 第 23回 増改築工事

評議員会 第 19回

12月 26日（木）
理事会 第 24回
評議員会 第 20回

1992
5 月 30日（土）

理事会 第 25回
評議員会 第 21回

12月 25日（金）
理事会 第 26回
評議員会 第 22回

1993

2 月 20日（土） 理事会 第 27回 （臨時）中野孝次理事長を選出
5月 29日（土） 理事会 第 28回
5月 30日（土） 評議員会 第 23回

12月 21日（火）
理事会 第 29回
評議員会 第 24回

1994

3 月 19日（土） 理事会 第 30回

5月 14日（土）
評議員会 第 25回
理事会 第 31回

12月 22日（土）
評議員会 第 26回
理事会 第 32回

1995
5 月 19日（金）

評議員会 第 27回
理事会 第 33回

12月 23日（土）
評議員会 第 28回
理事会 第 34回

1996
5 月 18日（土）

評議員会 第 29回
理事会 第 35回

12月 21日（土）
評議員会 第 30回
理事会 第 36回

1997

3 月 15日（土） 理事会 第 37回

6月 7日 ( 土 )
評議員会 第 31回
理事会 第 38回

12月 23日（火）
評議員会 第 32回
理事会 第 39回

年度 開 催 日 会議名 回数 重要決議事項等

1998

3 月 18日（水） 理事会 第 40回 持ち回り文書決議による理事会

5月 16日 ( 土 )
評議員会 第 33回
理事会 第 41回

12月 22日（火）
評議員会 第 34回
理事会 第 42回 広津基金を創設

1999
5 月 15日 ( 土 )

評議員会 第 35回
理事会 第 43回

12月 21日（火）
評議員会 第 36回
理事会 第 44回

2000
3 月 18日（土）

評議員会 第 37回
理事会 第 45回

5月 13日 ( 土 )
理事会 第 46回
評議員会 第 38回

2001
3 月 24日 ( 土 )

理事会 第 47回
評議員会 第 39回

5月 26日（土）
理事会 第 48回
評議員会 第 40回

2002
3 月 30日（土）

理事会 第 49回
評議員会 第 41回

5月 25日（土）
理事会 第 50回
評議員会 第 42回

2003
3 月 22日（土）

理事会 第 51回
評議員会 第 43回

5月 31日（土）
理事会 第 52回
評議員会 第 44回

2004

3 月 20日（土）
理事会 第 53回
評議員会 第 45回

5月 30日（日）
理事会 第 54回
評議員会 第 46回

9月 25日（土） 理事会 第 55回 （臨時）安西篤子理事長を選出
12月 3日（金） 理事懇談会

2005

3 月 26日（土）
理事会 第 56回
評議員会 第 47回

5月 14日（土）
理事会 第 57回
評議員会 第 48回

12月 28日（水）理事懇談会

2006
3 月 25日（土）

理事会 第 58回 紀田順一郎理事長を選出／指定
管理者制度へ移行

評議員会 第 49回

5月 20日（土）
理事会 第 59回
評議員会 第 50回

2007

3 月 24日（土）
理事会 第 60回
評議員会 第 51回

5月 19日（土）
理事会 第 61回
評議員会 第 52回

6月 1日（金） 評議員会 第 53回 県職理事承認のための決議

2008
3 月 22日（土）

理事会 第 62回
評議員会 第 54回

5月 17日（土）
理事会 第 63回
評議員会 第 55回

2009

3 月 21日（土）
理事会 第 64回
評議員会 第 56回

5月 23日（土）
理事会 第 65回
評議員会 第 57回

9月 27日（日） 新法人移行後最初の評議員選定委員会

2010
3 月 20日（土）

理事会 第 66回
評議員会 第 58回

6月 11日（土）
理事会 第 67回
評議員会 第 59回

2011

3 月 26日（土）
理事会 第 68回

公益法人移行決議
評議員会 第 60回

6月 11日（土） 理事会 第 1回 公益移行後初回理事会
（通算第69回）

6月 26日（日） 評議員会 第 1回 公益移行後初回評議員会（通算第61回）

2012
3月 20日（火・祝） 理事会 第 2回 （通算第70回）
5月 10日（木） 理事会 第 3回 （通算第71回）
5月 26日（土） 評議員会 第 2回 （通算第62回）

2013

3月 20日（水・祝） 理事会 第 4回 辻原登理事長を選出（通算第72回）

5月 12日（日） 理事会 第 5回 （通算第73回）

5月 29日（水）
評議員会 第 3回 （通算第63回）

理事会 第 6回 みなし決議に関する理事会
（通算第74回）

2014 3 月 19日（水） 理事会 第 7回 （通算第75回）

資料収集・整理事業

近代文学資料の調査・収集・整理及び公開

理事会・評議員会等の開催
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資料委員会の開催
　館の資料収集、保存、整理、公開の方針を検討し、決定するため、理事長の諮問により役員・評議員の中から各ジャン
ルごとに専門家を資料委員として選出し、委員会を開催しました。
年度 開催日（報告承認日） 出席委員名 議題及び報告内容

1994 11.10（木） 岡松和夫、紀田順一郎、中薗英
助、保昌正夫

１．資料収集方針
２．資料公開方針ほか

1995 10.3（火） 岡松和夫、紀田順一郎、中薗英
助、保昌正夫

１．資料公開方針
２．資料収集方針ほか

1996 10.8（火） 岡松和夫、紀田順一郎、保昌正
夫

１．受入れ保留の資料の扱いについて
２．図書・雑誌の副本について
３．資料収集の年代の下限について
４．その他 ( 児童文学資料の移管について )

1997 12.23（火・祝） 岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、保昌正夫

１．児童文学資料の所蔵状況についての報告と今後の収集方
　　針の検討

1998 12.22（火） 岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、中薗英助、保昌正夫

１．児童文学資料の現状と課題について
２．資料収集の今後の展開 ( 主に購入 ) について
　

1999 12.21（火） 岡松和夫、上笙一郎、中薗英助、
保昌正夫

１．「文庫」の副本の取り扱いについて
２．その他　①児童関係図書・雑誌の処理状況報告　②国立
　　国会図書館（国際子ども図書館）の「児童書総合目録」
　　事業へのデータ提供に関する経過報告

2000 12.22（金） 岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、保昌正夫

１．資料の収集状況と今後の新聞原紙の収集・保存について
２．その他　①吉野秀雄文庫設置の報告　② 2000 年 4月
　　からのインターネットによる蔵書情報公開の反響などの
　　報告

2001 12.18（火）
書面報告・承認

岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、保昌正夫

１．児童文学資料の受入状況と今後の課題
２．その他　①井上靖文庫、埴谷雄高文庫設置の報告　②
　　除籍処理の現状の報告　③今年度の資料収集状況の報告

2002 12.4（水） 岡松和夫、筧槇二、上笙一郎、
紀田順一郎、清原康正、宮坂覺

１．館蔵特別資料データのインターネット上での公開 
２．公開後の文庫目録、特別資料リスト刊行の展望 
３．その他　①資料委員会の開催方針の確認　②今年度の資
　　料収集状況の報告

2003 10.29（水） 岡松和夫、筧槇二、上笙一郎、
紀田順一郎、清原康正、宮坂覺

１．特別資料のなかの〈印刷物〉の保存部数 
２．所蔵資料の内容の公開準備 
３．所蔵資料の取り扱いと保存の今後の展望 
４．その他　今年度の資料収集状況などの報告

2004 10.27（水）
岡松和夫、筧槇二、上笙一郎、
清原康正（書面回答：紀田順一
郎、宮坂覺）

１．OPAC 上での非公開データの判断基準 
２．その他　特別資料リスト刊行終了や今年度の資料収集状
　　況などの報告

2005 11.3（木・祝）
岡松和夫、筧槇二、紀田順一郎、
清原康正、宮坂覺（書面回答：
上笙一郎）

１．今後の資料課事業計画案 
２．その他　今年度の資料収集状況、電算未登録資料の再計
　　算により所蔵資料が 100 万点（件）超となった報告

2006 11.4（土）
筧槇二、上笙一郎、紀田順一郎、
清原康正、宮坂覺（書面回答：
岡松和夫）

１．今後の資料課事業計画案 
２．その他 　今年度の資料収集状況、追加寄贈に伴う中野
　　孝次資料、尾崎秀樹資料の文庫化の報告

2007 11.4（日）
岡松和夫、筧槇二、上笙一郎、
紀田順一郎、宮坂覺（書面回答：
清原康正）

１． 資料課事業計画案 
２． 今年度の資料収集状況、吉屋信子資料の文庫化の報告

2008 11.8（土）
書面報告・承認

岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、清原康正、宮坂覺

１．中島敦文庫直筆資料画像収録目録（DVD-ROM版）の制作 
２．貴重図書の一部別置

2009 11.29（日）
書面報告・承認

岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、清原康正、宮坂覺

１．貴重図書の一部別置 
２．その他 　中島敦文庫直筆資料画像収録目録の刊行と販
　　売状況の報告

2010 11.9（火）
書面報告・承認

岡松和夫、上笙一郎、紀田順一
郎、清原康正、宮坂覺

１. 資料課事業計画の進捗状況
２. 資料収蔵方法研究会

資料所蔵状況　（2014.3.31 現在）
（1）所蔵状況

　　図　　書　　　   466,648 冊

　　雑　　誌　　　   488,785 冊

　　特別資料　　　   199,670 件　

    登録資料小計　   1,155,103 冊（件）

    未登録資料	         約 31,000 冊（件）

　　 　計  　　    約 1,186,000 冊（件）

　　寄託資料	      11 人 3,395 件

　　　　　	 　＊登録資料は閲覧が可能です。

（2）寄　　贈（累計）（寄贈者数 7,402 人）

　　図       書　　　　392,824 冊

　　雑　　誌　　　    388,399 冊

　　特別資料　　　　196,260 件　

　　    計	 　　　 977,483 冊（件）

（3）購　　入（累計）

　　図　　書　　　　73,824 冊

　　雑　　誌　　　 100,386 冊

　　特別資料　　　　  3,410 件　

　　    計　　　　　 177,620 冊（件）

（4）電算入力（累計）

　　図　　書   454,765 冊 （登録資料の 97.5%）

　　雑　　誌   480,582 冊 （登録資料の98.3%、タイトル20,806 誌）

　　特別資料   192,751 件 （登録資料の 96.5%）

　　　計        1,128,098 冊（件）  

　　＊登録資料のうち、電算未入力分は手書き台帳による登録。

（5）整理済点数（累計）

　　図　　書   164,115 冊 （登録資料の 35.2%）

　　雑　　誌   480,582 冊 （登録資料の 98.3%）

　　特別資料   106,922 点 （登録資料の 53.6%）

　　　計           751,619 点

（6）その他の入力（累計）

    ①雑誌内容書誌入力   3,980 誌 87,124 冊

    ②特別資料画像データ作成

　　中島敦資料、富永太郎資料、夏目漱石資料など画像データ 15,852 点を作成。

    ③児童書総合目録データ作成

　　図書 19,535 冊、雑誌 1,410 誌を国際子ども図書館児童書総合目録への投入用データとして作成。

2013 年度末現在

2013 年度末現在

2013 年度末現在
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年度 内　　　容 原本所蔵 製作件数 製作点数

1983 横光利一「旅愁」原稿、芥川龍之介　赤木桁平宛書簡、谷崎潤一郎　有島生馬宛書簡、石川啄木　土岐善麿宛書簡など
日本近代文学館
ほか 55 85

1984 里見弴「十年」原稿、樋口一葉　半井桃水宛書簡、芥川龍之介・久米正雄　江口渙宛書簡など
日本近代文学館
ほか 78 105

1985 武者小路実篤「戦争はよくない」原稿、川端康成「山の音」原稿、夏目漱石　池辺三山宛書簡など
日本近代文学館
ほか 29 39

1986 牧野信一　尾崎一雄宛書簡、川端康成「千羽鶴」原稿、谷崎潤一郎「痴人の愛 」原稿など
日本近代文学館
ほか 40 63

1987 石川達三「風にそよぐ葦 」原稿、夏目漱石　芥川龍之介宛書簡など 日本近代文学館
ほか 35 57

1988 永井荷風　堀口大學宛書簡、小栗虫太郎「黒死館殺人事件」原稿など 個人蔵ほか 40 63

1989 志賀直哉書「君去春山誰共遊…」、二葉亭四迷「平凡」原稿など 館寄託ほか 41 53

1990 芥川龍之介　北村初雄宛書簡、尾崎士郎　坂口安吾宛書簡など 館蔵ほか 31 55

1991 川端康成「雪国」覚え書き原稿、井上靖「本覚坊遺文」原稿など 日本近代文学館
ほか 23 39

1992 芥川龍之介　佐佐木茂索宛書簡、中島敦「光と風と夢」原稿など 日本近代文学館
ほか 23 40

1993 岡本かの子書「うつらうつらわが夢むらく遠方の…」、里見弴「安城家の兄弟」原稿など
川崎市市民ミュー
ジアムほか 26 46

1994 木下杢太郎「木下杢太郎日記」、和田伝「いわし雲」原稿など 館蔵ほか 22 44

1995 壺井繁治「ある夜の赤ん坊－若き母親の歌へる－」原稿、吉川英治「宮本武蔵　円明の巻　魚歌水心」原稿など
日本近代文学館
ほか 45 62

1996 谷川俊太郎「二十億光年の孤独」創作ノート、佐多稲子「樹影」原稿など 個人蔵ほか 27 39

1997 正岡子規ほか「ほしのまき」回覧歌稿、河東碧梧桐，中村不折「子規居士十五週忌記念画帖」など 館蔵ほか 25 35

1998 鮎川信夫「ガラスは一個の…」詩稿、尾崎紅葉　江見水蔭宛書簡など 館蔵ほか 18 43

1999 開高健「珠玉（２）玩物喪志」原稿、永井荷風「小説問はず語り」原稿、同　籾山梓月宛書簡など 館蔵ほか 18 29

2000 横光利一「殺人者」原稿、夏目漱石画「あかざと黒猫図」など 館蔵ほか 8 9

2001 鈴木三重吉 ｢ぽツぽのお手帳｣ 原稿、吉田満［「戦艦大和の最期」］原稿など 館蔵ほか 9 17

2002 富永太郎 ｢詩帖１｣ 創作ノート、北原白秋　木下杢太郎宛書簡、中島敦画「横浜山手風景」など 館蔵ほか 21 35

2003 塩原昌之助文書 ｢夏目漱石（金之助）宛離縁証｣、谷崎潤一郎　佐藤春夫宛書簡など 館蔵ほか 7 12

2004 武者小路実篤・志賀直哉 　木下利玄宛書簡など 館蔵ほか 6 15

2005 夏目漱石　野村傳四宛書簡、泉鏡花「婦系図」第 88原稿など 館寄託ほか 7 11

2006 高浜虚子書 ｢鎌倉 秋天の下に浪あり墳墓あり｣ など 館蔵ほか 8 17

2007 開高健 　野間宏宛書簡、同　井伏鱒二宛書簡など 館蔵 10 19

2008 五木寛之 ｢海を見ていたジョニー｣ 原稿 など 館蔵ほか 10 17

2009 有島武郎 「死とその前後」原稿など 館蔵ほか 10 22

2010 中島敦「弟子」原稿、中島敦画自画像など 館蔵 13 19

2011 有島武郎 「溺れかけた兄妹」原稿など 館蔵 8 12

2012 島崎藤村 ｢桜の実の熟する時｣ 原稿 など 天理大学附属天
理図書館ほか 6 16

2013 夏目漱石 ｢達磨渡江図｣（旧蔵品・額）など 館蔵ほか ９ 14

資料複製事業
　稀少な近代文学資料、書籍等を常設展示するため、館内外に所蔵される神奈川ゆかりの貴重な文学資料類を原本
として展示用代替資料 708 件 1,132 点を作製し、館内で開催される常設展、企画展で展示・公開しました。

資料の館外貸し出し
　館蔵の日本近代文学関係の特別資料、書籍、文学雑誌類を国内の類似施設等で開催される企画展に貸し出し、文
学展、美術展等の開催に協力しました。また、当館共催、後援、協力により企画展の巡回を実施しました。

年度 施設名及び企画または事業名等（含当館共催・後援・出品協力事業） 貸出件数 貸出点数

1984 朝日新聞社「谷崎潤一郎展」ほか 2 4

1985 神奈川新聞社「ヨコハマ戦後展」ほか 2 7

1986 鎌倉文学館「芥川賞・直木賞と鎌倉」展ほか 4 19

1987 長岡市美術センター（長岡市立中央図書館内）（後援）「堀口大學展」ほか 8 102

1988 調布市教育委員会「新しき村　70年の歩み」展ほか 11 148

1989 日本近代文学館「芥川賞・直木賞 100 回記念展」ほか 13 272

1990 朝日新聞社「昭和の文学展」ほか 14 245

1991 調布市武者小路実篤記念館「一筋の道～実篤の文学世界」展ほか 14 117

1992 三鷹市文化振興事業団「太宰治展　「斜陽」の時」ほか 10 196

1993 市立小樽文学館「海の聖母－詩人・吉田一穂」展ほか 8 74

1994 世田谷文学館「横溝正史と「新青年」の作家たち展」ほか 14 291

1995 神奈川県博物館協会「神奈川ゆかりの文学展」ほか 19 805

1996 小田原市立図書館「尾崎一雄　あの日この日の世界展」ほか 29 1,066

1997 山梨県立文学館 ｢前田晁・田山花袋・窪田空穂展｣ ほか 25 291

1998 調布市武者小路実篤記念館 ｢中川孝収集実篤文庫展  神奈川近代文学館収蔵｣ ほか 35 1,027

1999 NHK，NHKプロモーション，朝日新聞社（当館企画協力）｢司馬遼太郎が愛した世界｣展（東
京ほか 6会場）ほか 45 674

2000 平塚市博物館 ｢時代の先駆者 よみがえる村井弦斎｣ 展ほか 28 505

2001 古河文学館（当館共催）｢子どもの本の世界展｣（古河ほか１会場）ほか 25 438

2002 世田谷文学館 ｢没後 20年 西脇順三郎展｣ ほか 20 281

2003 旭川市井上靖記念館 ｢井上靖の未発表作品と新発見書簡｣ 特別展示ほか 23 310

2004 日本新聞博物館 日本新聞教育文化財団（当館共催）｢明治大正昭和 新聞小説史展 －高
木健夫文庫から｣ ほか 25 665

2005 鎌倉文学館 ( 当館後援 ) 企画展 ｢夏目漱石－漱石山房の日々｣ ほか 16 447

2006 さいたま文学館 企画展 ｢武者小路実篤と新しき村　理想の旗のもとに｣ ほか 21 625

2007 新宿歴史博物館（当館協力）特別展 ｢夏目漱石と新宿の文学者たち｣ ほか 25 664

2008 町田市民文学館（当館協力）「コロボックル物語の世界　佐藤さとる展　小さな人への
讃歌」ほか 20 487

2009 新潮社記念文学館（当館協力）「立原正秋展　現代風俗によみがえる古典の美」ほか 28 856

2010 北國新聞社 ｢北国新聞｣ マイクロフィルム製作及び電子化ほか 12 1,190

2011 北九州市立文学館（当館協力）特別企画展「映画の中の日本文学―昭和編―」ほか 23 281

2012 徳島県立文学書道館（当館協力）「露伴・茂吉・寅彦と小林勇展―その人生と書画―」
ほか 22 384

2013 石川近代文学館（当館協力）企画展「中野重治 肉筆原稿に見る〈文学者〉として生き
た生涯」ほか 17 273
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所
蔵
冊
数
（
件
数
）

～1983   1984    1985   1986    1987     1988    1989    1990    1991    1992    1993     1994    1995    1996    1997

資料所蔵状

資料収集状況（1982 ～ 2013 年度までに登録済みのもの） 
区
分
　　　　　　　　年 度　
　事 業

1982 ～ 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 合　計
備　　　　考数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額

財
団
へ
の
委
託
事
業

調
査
神奈川にゆかりのあ
る作品調査

124
点

   8,000
    千円

124
点

   8,000
    千円

委託先：県高等学校教科研究
会国語部会 (89 年度まで )

収

集

複製品の製作
(原稿 書簡 色紙など )

672
件
 186,548
    千円

13
件

3,183
千円

8
件

2,573
千円

6
件

2,640
千円

9
件

2,675
千円

708
件

197,619
千円

委託先：(財 )日本近代文学館
(87 年度まで )

郷土作家の肖像写真 90
件

     450
    千円

90
件

     450
    千円

82 年度＝秋山庄太郎撮影
83年度＝林忠彦撮影

文学資料  
の収集	 図    書

 （Ａ）	 雑    誌

	 特別資料

370,891
冊

359,281
冊

180,587
件

6,570
冊

8,405
冊

4,008
件

5,022
冊

8,555
冊

3,145
件

5,545
冊

6,903
冊

4,499
件

4,796
      冊
   5,255
      冊
   3,223
      件

392,824
       冊

  388,399
       冊

  195,462
       件

96 年度＝高橋和巳資料を移
管
03 年度＝矢代幸雄資料を移
管

	 寄贈者数 20,003
      名

1,066
名

1,025
名

967
名

1,001
      名

24,062
       名

	 図    書
資料等整備費
による文学資	 雑    誌
料の収集
	 特別資料
         （Ｂ）

  71,135
冊

95,599
冊

3,365     
件

 781,323
    千円

650
冊

1,361
冊
11
件

        

8,830
    千円

666
冊

1,343
冊
15
件

8,830
千円

688
冊

1,248
冊
13
件

        

8,830
    千円

685
      冊
     835
      冊
       6
      件

        

8,830
    千円

73,824
       冊

  100,386
       冊
    3,410
       件

816,643
千円

00年度までは県費執行

合　　　計
　　　　　※特別資料分は件数 

1,081,620
  冊(件)
(124 点 )

968,321
    千円

(8,000 千円 )

21,018
冊(件)

        
12,013
    千円

18,754
冊(件)

11,403
千円

18,902
冊(件)

        
11,470
    千円

14,809
冊(件)

        
11,505
    千円

1,155,103
冊(件)
(124 点 )

1,014,712
千円

(8,000 千円 )

所蔵資料数 約 1,186,000冊（件）（このうち登録済みのもの1,155,103冊（件））

1998    1999     2000    2001     2002    2003    2004    2005    2006    2007    2008     2009   2010    2011    2012     2013

況の推移
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主な購入資料（1982 ～ 2013 年度）
   年 度

区 分   

1982 ～ 2010 年度
数　量

2011 年度
数　量

内         容 内　　　　　容

図

書

文 学
 全　　集    等

『芥川龍之介全集』『太宰治選集』『日
本近代文学大系』『分類俳句大観』
『子母沢寛全集』『山本周五郎探偵
小説全集』『近代女性作家精選集』
『河東碧梧桐全集』他

1,705 種
16,466 冊

『小島信夫批評集成』『福本和夫著作
集』『福田恆存対談・座談集』『菱川
善夫著作集』『寺村輝夫全童話』『定
本久生十蘭全集』 他 20 種

48冊

ゆかり
作品等

川端康成『伊豆の踊子』等　里見弴
『多情仏心』等　国木田独歩『武蔵野』
等　和田伝『風土』等　泉鏡花『婦
系図』等　北村透谷『楚囚之詩』  中
島敦『南島譚』　種田山頭火『草木
塔』　佐藤春夫『田園の憂鬱』『永井
龍男句集』 他

 

27,308 冊

森鷗外『かのやうに』　斎藤茂吉『赤
光』『万軍』　高浜虚子『句日記』  葉
山嘉樹『淫売婦』　村松梢風『綾衣
絵巻』　中原中也『山羊の歌』　林芙
美子『稲妻』『波濤』『牛肉』『女性
神髄』『ふね』『めし』他   

196 冊

ゆかり 
作家 
研究書

『独歩と漱石』『森鷗外と日清・日露
戦争』『谷崎潤一郎研究』『永井荷風 
仮面と実像』『岡本かの子作品研究』
『近代作家研究叢書』『中島敦論』『小
林秀雄の昭和』他 12,084 冊

『鷗外と近代劇』『幸田露伴の非戦
思想』『樋口一葉と斎藤緑雨』『内
田百閒論』『会津八一と吉野秀雄』
『中島敦と中国思想』『評伝中野重
治』『気骨の人城山三郎』他 377 冊

参考書    
等

『戦後詩誌総覧』『現代詩大事典』『現
代俳句大事典』『近代戦争文学事典』
『日本の文学碑』『本と活字の歴史
事典』『日本児童文学大事典』『日
本女性文学大事典』『人物レファレ
ンス事典 文芸篇』他 5,130 冊

『世界文学総合目録』『郷土ゆかり
の人物総覧』『日本人名関連用語大
辞典』『日本出版文化史事典』『日
本難訓難語大辞典』『日本難字異体
字大事典』『世界の絵本・児童文学
図鑑』『絵本の事典』他 45冊

他
滑川道夫氏児童書 , 中島敦旧蔵書他

10,797 冊
   

小　計 71,785 冊 666 冊

雑　誌

｢亜｣ ｢馬酔木｣ ｢改造｣ ｢キング｣ ｢黒
潮｣ ｢コドモノクニ｣ ｢詩神｣ ｢椎の木｣
｢詩の家｣ ｢女学世界｣ ｢少女の友｣
｢新小説｣ ｢新青年｣ ｢新潮｣ ｢スバル｣
｢文芸倶楽部｣ ｢文章世界｣ ｢魔法｣
｢明星｣ ｢蝋人形｣ ｢若草｣ ｢早稲田文
学｣ 文芸誌・複刻版各種 他

6,845 種
96,960 冊

｢阿羅々木｣ 44 冊 ｢君と僕｣ 1冊 ｢
講談雑誌｣ 32 冊 ｢コドモノクニ
｣ 4冊 ｢今日の文学｣ 1冊 ｢椎の木
（第 3次）｣ 1冊 ｢十三人｣ 3冊 ｢集
団
（第 1次）｣ 2冊 ｢少女倶楽部｣ 4冊 
｢新声（第 1次）｣ 7冊 ｢青鞜｣ 1 冊 
｢婦人界｣ 21 冊 ｢令女界｣ 9冊 他 198 種

1,343 冊

特別資料

谷崎潤一郎 ｢痴人の愛｣ 原稿  芥川
龍之介 ｢蜘蛛の糸｣ 原稿  夏目漱石
　正岡子規宛書簡  泉鏡花
｢婦系図｣ 原稿  国木田独歩書簡  川
端康成 ｢千羽鶴｣ 原稿  有島武郎 ｢
溺れかけた兄妹｣　中河与一
｢天の夕顔｣ 創作ノート  他 3,376 件

斎藤茂吉 ｢業余の吟｣ ｢長崎追憶｣
草稿　佐藤春夫 ｢秋刀魚の歌｣ 草
稿　島崎藤村 春陽堂宛書簡　島崎
藤村 三宅克己宛書簡 他

15 件
合　計
( 累計 ) 172,121 件 

2,024 件
(174,145)

金　額
( 累計 )

790,153
千円

8,830
千円

(798,983)

  年 度

区 分   

2012 年度
数　量

2013 年度
数　量

内　　　　　容 内　　　　　容

図

書

文 学
 全　　集    等

『山田美妙集』『岡本綺堂探偵小説全
集』『銭形平次捕物全集』『石牟礼道
子全集』『山田風太郎少年小説コレク
ション』『古井由吉自撰作品』他 34種

128 冊

『金井美恵子エッセイ・コレクション』
『国枝史郎伝奇短篇小説集成』『佐々木
基一全集』『坪内逍遙書簡集』『皆川
博子コレクション』『宮沢賢治絵童話
集』他

36種
162 冊

ゆかり
作品等

巖谷小波編『世界お伽文庫』　吉屋
信子『花物語』2巻,3巻　三木露風
『真珠島』　平林初之輔『無産階級の
文化』　村山知義『現在の芸術と未
来の芸術』　山口誓子『黄旗』　岡本
かの子『世界に摘む花』　野口冨士
男『白鷺』他

  
173 冊

阪井久良伎『へなづち集』　太宰治
『斜陽』『新釈諸国噺』『晩年』　谷崎
潤一郎『蓼食ふ虫』『盲目物語』　坪
内逍遙『文芸と教育』　徳冨蘆花
『不如帰』　与謝野晶子『小扇』　与
謝野鉄幹『新派和歌大要』　中里介
山『大菩薩峠』他

  
276 冊

ゆかり 
作家 
研究書

『子規とその時代』『夏目漱石と日
本美術』『木下杢太郎の世界へ』
『太宰治の表現と思想』『葉山嘉樹・
真実を語る文学』『島尾敏雄』『村
上春樹と中国』他 350 冊

『子規蔵書と「漢詩稿」研究』『「道
草」論集健三のいた風景』『島崎藤
村文芸研究』『媒介者としての国木
田独歩』『漱石一九一○年代』『芥
川龍之介異文化との遭遇』他 236 冊

参考書    
等

『日本架空伝承人名事典 新版』『明
治時代史大辞典』『名歌名句大事典』
『二〇世紀満洲歴史事典』『西洋人
物レファレンス事典 文芸篇』『現代
文学難読作品名辞典』『本の歴史文
化図鑑』 他 37 冊

『近代戦争文学事典』『児童文学個人
全集・内容綜覧作品名綜覧』『人物
レファレンス事典』『世界文学総合
目録』『日本のミステリー小説登場
人物索引』『明治時代史大辞典』他

11冊

他        

小  計     688 冊 685 冊

雑　誌

｢アルト」3冊「オール読物」12
冊 ｢麒麟」7冊「コドモアサヒ」4
冊 ｢コドモノクニ」1冊「少女画
報」17冊「少女倶楽部」25冊「
少年少女譚海」3冊「青鞜」3冊「
1929」1冊「日本全国小学生徒筆
戦場」3冊「日の出」6冊「若草」
14冊 他

202 種
1,248 冊

｢紀元」1冊「近代生活」6冊「コ
ドモアサヒ」6冊「コドモノクニ」
2冊「詩人時代」12冊「少女倶楽
部」1冊「新作家」1冊「新文学」
2冊「青鞜」2冊「中外」1冊「日
本少年」5冊「プロレタリア芸術」
1冊「文芸レビユー」1冊 他 173 種

835 冊

特別資料

夏目漱石 笹川臨風宛書簡　正岡子
規 [ 四季雑詠 ] 草稿　島崎藤村
『透谷全集』序原稿　有島武郎 ｢火
事とポチ｣ 原稿　谷崎潤一郎 谷崎
松子宛書簡　青山二郎 ｢文学界｣
装幀原画　川崎長太郎 ｢通夜の記 
尾崎君追悼｣ 原稿 他 13 件

夏目漱石「下宿（永日小品）」原稿
夏目漱石 林原耕三宛書簡　谷崎潤
一郎 谷崎松子宛書簡 他

6件
合　計
( 累計 )

1,949 件
(176,094)

1,526 件
(177,620)

金　額
( 累計 )

8,830
千円

(807,813)

8,830
千円

(816,643)
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1905-1999

藤田圭雄文庫（1983.4 ～  ）
藤田圭雄・滋氏寄贈 30,430 点。藤田の詩
や童謡などの原稿のほか、竹山道雄「ビル
マの竪琴」など諸家原稿、挿絵原画、阪田
寛夫や野上弥生子らの来信など、長い編集
者生活の中での文学者との交流により遺さ
れた資料。振興会創立以来定期的に寄贈さ
れた児童図書雑誌も多数。（財団元理事）

1894-1983

福本和夫文庫（1984.6 ～  ）
福本逸子氏寄贈 7,040 点。思想家・福本が
14年間の獄中での思索を記録したノートや
メモ、戦後の『北斎と写楽』『日本工業の黎
明期』『日本ルネッサンス史論』などの原稿、
石見尚ほかの来信、福本の書画、旧蔵品など。
旧蔵書や梟研究関係資料もある。	

1893-1969

獅子文六文庫（1983.5 ～  ）
岩田幸子氏寄贈 3,450 点。代表作「大番」
「箱根山」ほか原稿、創作ノートや滞欧時
代の観劇ノート、書簡、台本、肖像写真、
著書や演劇関係を含む旧蔵書などのほか、
宮田重雄画の獅子肖像なども。

1904-1975

那須辰造文庫（1984.7）
竹中康太郎氏寄贈 9,080 点。童話や評論の
原稿、有島生馬、福士幸次郎ら諸家書簡、
旧蔵書など。児童文学の創作や海外作品の
翻訳のほか、能楽に造詣が深く鑑賞家でも
あったことから能関係の雑誌も多い。

1906-1992

滑川道夫文庫（1983.8 ～  ）
滑川道夫・洋一氏寄贈 43,900 点。「穎才
新誌」「今世少年」「少年世界」「童話時代」
などの児童雑誌、巖谷小波の初版本やちり
めん本など明治以降の児童文学、文化につ
いての 42,000 冊に及ぶ図書・雑誌コレク
ション。また槇本楠郎原稿 181 点などもあ
る。（財団元理事）

1892-1977

藤森成吉文庫（1984.8 ～  ）
藤森岳夫氏寄贈 2,970 点｡ 初期の著作や「少
年崋山」、詩集『火花』などの原稿、少年・
青年時代の作文や画帖、郭沫若、窪田空穂、
鈴木三重吉らの来信と旧蔵書。藤森夫人の
伯父である岡倉天心の机もある。

1899-1983

尾崎一雄文庫（1983.8 ～  ）
尾崎松枝・鮎雄氏寄贈 47,740 点。「すみっ
こ」「あの日この日」ほかの尾崎原稿や、「早
稲田文学」「風報」掲載の諸家原稿、尾崎
士郎、太宰治、志賀直哉など諸家書簡、肖
像写真、碁盤や印ほか愛用の品など。旧蔵
書も多数。（財団元顧問、初代名誉館長） 1905-1981

高木健夫文庫（1984.11 ～  ）
高木有為氏寄贈 23,410 点。新聞人・高木が
ライフワーク『新聞小説史』の執筆材料と
して収集した、明治から戦後までの新聞小
説切抜帳をはじめ、「東京日々新聞」ほか錦
絵新聞、中国・朝鮮関連の旧蔵書など。

1915-1990

杉本三木雄文庫（1983.9 ～  ）
杉本三木雄氏ほか寄贈 11,200 点。歌人・
杉本三木雄の旧蔵資料。与謝野晶子「私の
死生観」原稿のほか、主として神奈川県内
の歌人の歌集や同人誌など。北原白秋主宰
の「多磨」「芸術」などの創刊号を含む。（財
団元評議員） 1926-2010

勝呂忠文庫（1985.1 ～  ）
勝呂忠・伸子氏寄贈 3,430 点。ハヤカワポ
ケットミステリに代表される、洋画家・勝
呂忠装幀の図書やカット掲載雑誌など。ア
メリカ探偵作家クラブ賞の美術部門特別賞
受賞作などの原画もある。

1903-1957

神西清文庫（1983.9 ～  ）
神西百合・敦子氏寄贈 1,990 点。「少年」
ほか原稿や創作ノート、チェーホフ作「犬
を連れた奥さん」「ヷーニャ伯父さん」ほ
か訳稿、親友・堀辰雄からの 168 通をはじ
め、有島生馬、中里恒子、横光利一らの来信、
「鉢木会」連歌帖など。神西の著訳書を中
心とする旧蔵書も。

1872-1944

添田啞蟬坊・知道文庫（1985.3 ～  ）
入方宏氏、長尾荘一郎氏ほか寄贈 23,510
点。啞蟬坊が主宰する演歌組合などから刊
行された演歌本、知道の「小説教育者」ほ
か原稿や戦中戦後の日記、知道創刊の「素面」
掲載の諸家原稿など。家族間の書簡や川端
康成、山本周五郎らの知道宛書簡も多数。「茶
太樓新聞」ほか旧蔵書も。（写真は啞蟬坊）

1885-1945

木下杢太郎文庫（1983.11 ～  ）
太田元吉氏寄贈 13,800 点。「異人館遠望の
曲の序」、「地下一尺」原稿や北原白秋 ｢お
かる勘平｣、永井荷風「西班牙料理」、森鷗
外「北条霞亭」などの諸家原稿、日記、ノー
ト、書簡、「百花譜」をはじめデッサンや
筆墨、キリシタンや医学関係を含む旧蔵書
など。

1882-1936

鈴木三重吉・赤い鳥文庫（1985.4 ～  ）
鈴木珊吉氏寄贈 2,280 点。「桑の実」などの
初期作品をはじめ「ぽツぽのお手帳」『湖水
の女』『世界童話集』など三重吉作品を網羅
する原稿多数のほか、芥川、白秋、漱石ら
の三重吉宛書簡と三重吉の家族宛書簡、「赤
い鳥」挿絵原画、著書、「赤い鳥」全冊など。

1904-1982

大野林火文庫（1983.12 ～  ）
大野登志子・玲子氏寄贈5,400点。俳誌「濱」
を主宰した俳人・大野林火の旧蔵資料。『青
水環』ほかの原稿、句帖、連句帖や落款印、
林火および臼田亞浪、秋元不死男らの書の
ほか、句集、主宰誌「濱」など。（財団元
評議員） 1885-1976

中川孝収集実篤文庫（1987.2 ～  ）
中川克子氏寄贈 18,220 点。実篤と親交の
あった中川が 60年にわたって収集した資料
で、「その妹」「井原西鶴」などの原稿、実
篤の発信及び宛書簡、自画像ほか実篤の書
画、執筆・関連記事切抜、遺品など。著書
や芸術関係などの図書、「白樺」をはじめそ
の衛星誌などの雑誌も多数。

所蔵文庫一覧

1895-1984

中西悟堂文庫（1987.5 ～  ）
中西八重子氏寄贈 4,660 点。歌集『安達太
良』や詩集『東京市』などの著書をはじめ
多岐の分野に亘る蔵書、詩誌、歌誌など。
野鳥研究家でもあった中西が創刊した機関
誌「野鳥」と、同誌掲載の北原白秋、高村
光太郎、尾崎喜八、荻原井泉水ら諸家原稿
も。

1915-1991

野間宏文庫（1991.4 ～  ）
野間光子氏寄贈 85,080 点。「暗い絵」「真
空地帯」「青年の環」など代表作を含む原稿、
草稿、戦前から戦後にかけての日記や手帳、
富士正晴ら諸家書簡のほか、「三人」「黄蜂」
などの雑誌、文学はもとより思想、歴史、
社会科学など多分野にわたる膨大な旧蔵書。

1909-1987

中里恒子文庫（1987.10 ～  ）
スクリブナー圭氏寄贈 7,420 点｡ 芥川賞受
賞作「乗合馬車」草稿、『わが庵』『時雨の記』
『綾の鼓 いすぱにやの土』ほか原稿、宇野
千代、岡鹿之助、川端康成、神西清ほか文
学者らの来信、川端、横光利一、堀辰雄ら
の書画など。肖像写真、文房具ほかの旧蔵
品、旧蔵書なども。（財団元理事）

1891-1968

広津柳浪・和郎・桃子文庫　（1984.11～  ）
広津桃子氏ほか寄贈 7,060 点｡ 作家三代の
資料。柳浪関係は、「雨」ほか原稿や日記、
尾崎紅葉や幸田露伴らの来信、硯友社同人
寄書など。和郎関係は宇野浩二、志賀直哉
らの来信、松川事件資料など。桃子関係は
日記、網野菊書簡など。親子間の書簡や旧
蔵書も。（写真は和郎　桃子は財団元評議員）

1904-1988

近藤東文庫（1988.12 ～  ）
近藤ふじ子氏寄贈 21,220 点。「レエニンノ
月夜」書き直し詩稿や『軍艦』『風俗』『歳月』
などの詩集原稿のほか、伊藤信吉、竹中郁、
春山行夫など詩友らの来信など。旧蔵書は
「ゲエ・ギムギガム・プルルル・ギムゲム」
ほか日本近代詩上貴重な詩誌や稀覯本を多
く含む。（財団元評議員）

1909-1988

大岡昇平文庫（1986.9 ～  ）
大岡昇平・春枝氏寄贈 13,120 点。「俘虜記」
「花影」「レイテ戦記」などの代表作原稿や「武
蔵野夫人」「狂人日記 野火」などの創作ノー
ト、加筆訂正が施された校訂本、ライフワー
クとした富永太郎、中原中也研究のメモな
どのほか、旧蔵書、遺品を含む大岡の文学
活動の全容を伝える資料。（財団元理事）

1911-1988

中村光夫文庫（1988.12 ～  ）
木庭久子氏寄贈3,920点。「パリ繁昌記」「贋
の偶像」 ほか原稿、三島由紀夫ら諸家書簡、
幕末明治開化期資料ほかの旧蔵書など。特
にライフワークとなった二葉亭四迷研究の
為の、「平凡」ほか原稿、「落葉のはきよせ」
ほか自筆資料など、約 150 点の二葉亭コレ
クションは注目される。（財団元顧問）

1912-1996

関英雄文庫（1984.5 ～  ）
関英雄・曠野氏ほか寄贈 6,430 点。日本児
童文学者協会の設立に寄与し会長も務めた
関の、日本児童文学の一側面を伝える資料。
千葉省三、坪田譲治、槇本楠郎ほか児童文
学者仲間の書簡や書画、肖像写真のほか、
参加した同人誌「童話新潮」「童話草紙」な
どの児童雑誌や旧蔵書など。（財団元理事）

1922-1988

楠本憲吉文庫（1989.6 ～  ）
楠本憲吉・節子氏寄贈 8,950 点。正岡子規、
高浜虚子の著作をはじめ明治から昭和に至
る句集、俳句研究の参考文献や叢書類、「俳
諧」「車百合」ほか明治期の貴重な俳誌な
どのコレクション。稀覯本『俳句二葉集』
も含まれる。楠本の初期句稿や大学院時代
の自筆資料、山口誓子の書なども。

1892-1970

西條八十文庫（1997.2 ～  ）
西條八束氏寄贈 12,500 点。詩、翻訳、童謡、
童話、少女小説など多岐にわたる分野の原
稿、仏文学講義ノート、八十の家族宛書簡
と諸家書簡などのほか、『砂金』『一握の玻璃』
などの著作や、諸家の詩集、洋書、「詩王」「詩
聖」など貴重な詩雑誌を含む旧蔵書など。

1904-1953

堀辰雄文庫（1989.9）
堀多恵氏寄贈 900 点。仏・独・英文学など
堀旧蔵の洋書と洋雑誌。プルースト、リル
ケらの著作、研究書には傍線や書き入れも
多く、芥川龍之介の署名がある図書も含む。

1926-1980

立原正秋文庫（1997.6 ～  ）
立原光代氏寄贈 1,730 点。「薪能」など初
期作品から「舞いの家」「きぬた」など 121
点の原稿のほか、小川国夫をはじめ岡松和
夫、藤枝静男、本多秋五、吉行淳之介など
親交の深かった文学者からの書簡など。ま
た著書、執筆誌、旧蔵書や、木刀や帽子な
どの品もある。

1909-1948

長篠康一郎収集太宰治文庫（1990.5 ～  ）
長篠康一郎氏寄贈 720 点。太宰治の研究に
半生を捧げた研究者・長篠が集めた、太宰
の編集者宛書簡、分家除籍の「覚」や帝国
大学の学生証など太宰の前半生に関する文
書類など。太宰の初版本、初出誌、研究書
なども。 1915-1995

寺田透文庫（1998.2 ～  ）
寺田道子氏、平原なつよ氏寄贈 10,120 点。
「道元」解説、「正法眼蔵随想」『バルザック』
などの評論原稿、横浜を描いたスケッチブッ
ク（『わが横浜』）などのほか、著書をはじめ、
内外の古典から近代文学、哲学、思想、美
術にいたる膨大な旧蔵書がある。

1909-1942

中島敦文庫（1991.3 ～  ）
中島桓氏ほか寄贈 5,650 点。「かめれおん
日記」「弟子」「光と風と夢」「李陵」など
の原稿・草稿や「河馬」ほか歌稿、深田久
弥ら諸家書簡や敦の家族宛書簡、書画、遺
品類など。敦の祖父・中島撫山らの関連資
料も。 1902-1967

吉野秀雄文庫（1998.11 ～  ）
吉野美耶子氏寄贈 11,770 点。処女歌集『天
井凝視』から『寒蟬集』『早梅集』など全歌
集の歌稿、『鹿鳴集歌解』草稿、15 歳から
亡くなるまでの日記約 100 冊、はつ子夫人
への手紙 190 通、高橋元吉、中村琢二、宮
崎丈二ら諸家書簡約 2,000 通など。様々な
書き入れのある旧蔵図書や雑誌も。
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1907-1991

井上靖文庫（1986,3 ～  ）
井上靖・ふみ氏寄贈 15,890 点。初期詩稿
や「闘牛」「しろばんば」、最晩年の代表作
｢孔子｣ など原稿約 800 点、西域旅行の克
明な記録ノートや、取材・創作ノート類、
川端康成、東山魁夷など幅広い分野にわた
る諸家書簡、執筆関連記事切抜帖など。旧
蔵書約 8,000 冊も。（財団元常務理事）

1925-2004

中野孝次文庫（1993.2 ～  ）
中野孝次・秀氏ほか寄贈 3,910 点。「麦熟る
る日に」「ハラスのいた日々」「清貧の思想」
「ガン日記」などの原稿や「はみだした明日」
ほかの創作ノート、読書ノートや日記。敬
愛した尾崎一雄や大岡昇平らを含む諸家書
簡、落款、水差しなどの遺品も。（財団元理
事長）

1909-1997

埴谷雄高文庫（1990.3 ～  ）
埴谷雄高氏、木村剛太郎氏寄贈 12,620 点。
畢生の大作「死霊」の原稿・草稿・創作メ
モを軸に、埴谷から母アサ宛の獄中書簡や
荒正人、本多秋五「近代文学」同人をはじ
めとする諸家書簡、少年時代の絵画・習字、
拘留関係文書など。カメラ、碁盤などの愛
用品もある。

1928-1999

尾崎秀樹文庫（1986.9 ～  ）
尾崎秀樹・惠子氏寄贈 11,080 点。『魯迅と
の対話』「大衆文学の理論」「ゾルゲ事件戦
後五〇年」のほか、作家解説や書評を中心
に原稿約 1,500 点。今日泊亜蘭、高垣眸、
吉村昭ら諸家書簡約 3,800 通、「苦楽」「シュ
ピオ」など旧蔵雑誌も。（財団元理事）

1918-1998

堀田善衞文庫（1990.12 ～ ）
堀田善衞・百合子氏ほか寄贈12,870点。「広
場の孤独」「ゴヤ」など初期作品から晩年ま
での原稿、草稿、創作ノート、手帳、書簡
や、原書を含む旧蔵書。詩人として出発し
た堀田の原点を示す未発表詩稿や、上海日
記、スペイン滞在時の日記なども。（財団元
評議員）

1896-1973

吉屋信子文庫（2003.9 ～  ）
吉屋幸子・えい子氏寄贈 3,100 点。少女時
代の草稿「寂しき羊」や句稿、句帳や「空
の彼方へ」ほか創作ノート、宇野千代、瀬
戸内晴美ら諸家書簡、吉屋の書及び諸家筆
の短冊や揮毫帳、著書など。万年筆、硯箱、
着物などの愛用品や愛蔵のマリア観音など
も。

1920-2002

中薗英助文庫（1990.7 ～  ）
中薗英助・とせ子氏ほか寄贈 8,390 点。文
壇的処女作「烙印」や『北京飯店旧館にて』「鳥
居龍蔵伝－無冠の人類学者」、遺作となった
『南蛮仏』などの代表作原稿、創作ノートや
メモのほか、GHQ関連文書など膨大な執筆
用資料、島尾敏雄、野間宏、埴谷雄高ら諸
家書簡など。（財団元理事）

1884-1976

荻原井泉水文庫（1994.3 ～  ）
荻原海一氏寄贈 12,600 点。「俳壇最近の傾
向を論ず」などの俳論、句稿、句帖、書画
に加え、11歳から亡くなる８日前まで続け
られた日記約 350 冊など井泉水の生涯にわ
たる資料。河東碧梧桐ら「層雲」創刊号に
寄せられた諸家原稿、碧梧桐や種田山頭火
からの書簡なども。

1919-1997

金達寿文庫（2003.11 ～  ）
全玉寿氏寄贈 11,180 点。「朴達の裁判」「行
基の時代」ほか原稿、「太白山脈」ほかの創
作ノートやメモ、金史良、佐多稲子、司馬
遼太郎らの来信、執筆資料の印刷物、執筆
誌切抜、愛蔵の朝鮮民具など。旧蔵書は執
筆資料の歴史書や韓国・朝鮮関連などが多
い。

1900-1969

中山義秀文庫（2004.6）
中山日女子氏寄贈 1,330 点。「咲庵」「戦国
史記」「芭蕉庵桃青」などの原稿、戦前から
亡くなるまでの日記、川崎長太郎、川端康成、
清水崑、真杉静枝、横光利一ら知友からの
書簡など。小林秀雄の弔詞、鎌倉文士たち
と興じた麻雀牌や着物などの旧蔵品もある。

1924-2003

黒岩重吾文庫（2005.1 ～  ）
黒岩秀子氏寄贈 3,920 点。「背徳のメス」
などの現代小説、「天の川の太陽」「闇の左
大臣」など古代史小説の原稿のほか、江戸
川乱歩ほか知友書簡、創作ノート、愛用の
万年筆などの旧蔵品。作家からの献呈本を
中心とした旧蔵書も。

文庫以外の主要所蔵コレクション
夏目漱石資料（1981.11 ～  ）
夏目栄子・嘉米子・房之介氏ほか寄贈 360 点。漱石山房に
残されていた資料を中心に、｢文学論｣ 原稿、｢子規へ送りた
る句稿｣、｢あかざと黒猫図｣ ほかの書画、文机や印、文房具
ほか愛用の品、肖像写真など。購入資料として ｢永日小品｣
草稿のほか､ 書簡、絵画、卒業証書ほか文書類なども。
松崎鉄之介資料（1983.11 ～ ）　

松崎鉄之介氏寄贈 4,150 点。大野林火、高浜虚子、水原秋
桜子ら俳人の書、河東碧梧桐、飯田龍太らの書簡など。また
加藤楸邨らの自筆句入りの献呈署名本など諸家句集、大野林
火のあとを継承して主宰した「濱」ほか句誌なども多数。（財
団元監事）

土師清二資料（1984.1 ～ ）　

深谷富枝氏寄贈 730 点。戯曲や随筆原稿、山岡荘八らとの
小説勉強会「山の会」記録ノート、俳句などの書、執筆紙誌
切抜のほか、著書や文楽関連の蔵書など。購入資料として、
「池袋梟日記」絶筆原稿なども。
山本周五郎資料（1984.3 ～ ）　

清水徹氏、土岐雄三氏ほか寄贈 260 点。土岐宛書簡、妻・
きんに贈った書のほか、展覧会開催を機に関係者から寄贈い
ただいた「青べか物語」「赤ひげ診療譚」「虚空遍歴」などの
原稿、今井達夫や進藤隆宛書簡、著書など。
渾大防小平資料（1984.6）　

今野宏氏寄贈 450 点。推敲の跡が見える「街の霧」ほか原
稿や、未発表原稿、創作ノート、師事していた里見弴からの
書簡、晩年の闘病日記、写真、里見弴著書などの蔵書。

前田夕暮資料（1984.8 ～ ）　

前田雪子氏、角宮悦子氏、高松光代氏寄贈 280 点。夕暮に
師事した歌人の高松光代に宛てた書簡のほか、肖像写真、著
作、夕暮創刊の短歌雑誌「詩歌」など。購入資料として、増
田絲畔宛及び斎藤清衛宛書簡 30通もある。

村井弦斎資料（1984.10 ～ ）　

村井米子氏、吉田淑子氏寄贈 4,760 点。代表作「食道楽」
をはじめ家庭生活の改善・合理化を推奨した論文の草稿や
ノート、480 余通の多嘉子夫人宛書簡のほか、矢野龍溪、
水野年方など諸家書簡、日記、著書ほか旧蔵書など。長女で
登山家の米子関係資料も多数。

福田正夫資料（1984.11 ～ ）　

福田美鈴氏、金子秀夫氏寄贈 1,160 点。「純粋希求」「光の
種子」や川崎長太郎「福田さんのこと」ほか原稿、書簡、書画、
第一詩集『農民の言葉』『未墾地』などの著書、雑誌「民衆」
「焔」「どんぐり」など。また「民衆」17号（購入）も所蔵。
（福田美鈴氏は財団元評議員）

新聞連載小説資料（1984.12 ～ ）　

川合澄男氏寄託 791 点。学芸通信社が地方紙に配信した、
池波正太郎「蝶の戦記」や尾崎士郎「塙団右衛門」など小説
の原稿、挿絵原画、新聞切抜。福嶋三郎氏及び横浜市中央図
書館寄贈の「朝日新聞」「毎日新聞」「読売新聞」など連載小
説切抜 390 点もある。（川合澄男氏は財団元評議員）
小巻豆城資料（1985.1 ～ ）　

池谷治代氏寄贈 1,070 点。豆城自身の句を揮毫した短冊、
色紙のほか、師事した伊東月草、金尾梅の門をはじめ、秋元
不死男、大須賀乙字、高浜虚子ら諸俳人の書画など。同人と
して参画した「草上」「草原」「季節」や、主宰した「うらなり」
「海光」などの俳誌も。

松永浩介資料（1985.3 ～ ）　

松永浩介氏、大久保昭雄氏寄贈 6,240 点。詩稿や詩作ノート、
『一兵士の戦中通信』に収められた家族宛書簡約180 通、松
永宛諸家書簡や書などのほか、詩歌関係を中心とする図書、
雑誌。

里見弴資料（1986.1 ～）　
山内家（里見弴遺族）寄贈 23点。文机や、印、硯、筆記具
など愛用の品々をはじめ、「嗚呼 我が愛する麹町」原稿など。
購入資料として「大地」（「安城家の兄弟」）などの原稿、書画、
書簡などもある。
演劇資料（1986.3 ～ ）　
横浜演劇研究所寄贈 7,710 点。前進座、文学座、俳優座、
新協劇団など新劇関係のほか、小劇場、児童劇や人形劇まで
を含む戦後新劇の台本、パンフレット、チラシ、ポスター類、
各劇団の機関誌などの上演資料。
小林純一資料（1986.5 ～ ）　
小林純江氏寄贈 4,580 点。詩稿や「みんな仲よし世界の子
ども」放送台本原稿のほか、巽聖歌、与田凖一など童謡詩人
らからの書簡、茂田井武の画帖など。また「コドモノクニ」「チ
チノキ」「お話の木」など児童文学関係雑誌などの蔵書も。
邦枝完二資料（1986.6 ～ ）　
木村梢氏寄贈 430 点。代表作「お伝地獄」の続編「お伝情史」
の舞踊劇原稿など作品の舞台化関係資料や執筆誌の切抜、著
書を中心に旧蔵書など。購入資料に「御殿女中」ほか原稿や
書なども。
坂本一亀資料（1986.7 ～）　
坂本一亀氏寄贈・寄託 5,680 点。河出書房「文芸」編集長だっ
た坂本一亀宛の、川端康成、立原正秋らからの書簡、川端康
成らの全集解説などの原稿、諸作家の署名入り献呈本など。
北林透馬資料（1986.9）　
清水ヨシ氏寄贈 4,600 点。横浜のモダンな風俗を小説に描
き続けた透馬の、原稿、戦中ほか日記、劇作家の夫人・北林
余志子（本名・清水ヨシ）の原稿、夫妻宛の諸家書簡など。

古沢太穂資料（1986.10 ～ ）　
古沢太穂・柊一氏寄贈 6,380 点。梅崎春生「人も歩けば」、
池波正太郎「おれの足音」原稿、師・加藤楸邨をはじめ、秋
元不死男、岩藤雪夫、山口誓子ら書簡、手書き回覧雑誌「椎」、
山崎方代、平塚武二ほか揮毫「太穂帖」、句集、俳誌「藤」「道
標」など旧蔵書。（財団元評議員）

中島可一郎資料（1986.10 ～ ）　
中島可一郎氏、中嶋敬介氏寄贈 9,520 点。金子光晴『若葉
のうた』、「そろそろ近いおれの死に」原稿、同人誌「いささか」
編集資料など光晴関係資料のほか、飯島耕一、茨木のり子、
金子光晴、三好豊一郎らの書簡、詩誌「木靴」「ドラムカン」
など詩歌関係旧蔵書。
佐多芳郎資料（1986.10 ～ ）　
佐多芳郎・匡子氏寄贈 330 点。山本周五郎「樅ノ木は残っ
た」「天地静大」、大佛次郎「炎の柱」「桜子」、吉屋信子「徳
川の夫人たち」などの、佐多による連載小説の挿絵原画と掲
載紙類。また佐多が装幀・挿絵を手がけた図書も。
子母沢寛資料（1987.3 ～ ）　
梅谷龍一氏寄贈 580 点。「父子鷹」などの創作メモや、絶筆
「鰺の沖なます」ほか原稿、中尾進「おとこ鷹」挿絵原画帖、
愛用の文房具、著書を中心とする旧蔵書など。購入資料とし
て「愛猿記」ほか原稿もある。
長島三芳資料（1987.8 ～ ）　
長島三芳・惠美子氏寄贈 2,140 点。戦後出版の詩雑誌や詩
集のほか、壺井繁治らからの氏宛書簡、巖谷小波、草野心平、
三好達治らの書幅など。（財団元評議員）
北原武夫資料（1989.7 ～ ）　
北原慧子氏寄贈 520 点。原稿、「告白的女性論」ほかの創作
ノート、宇野千代、小林秀雄らからの書簡、愛用品、著書を
中心とした旧蔵書、雑誌など。安岡章太郎らからの弔辞も。
北村初雄資料（1989.9 ～ ）　
児玉寿子氏、山中寿美氏寄贈 460 点。遺稿詩集『樹』原稿
のほか、芥川龍之介、堀口大學、三木露風や、合同詩集『海
港』をともに刊行した柳沢健、熊田精華らの初雄宛書簡、水
彩画など。
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西脇順三郎資料（1990.2 ～ ）　
西脇順一氏寄贈 180 点。詩集『失われた時』『豊饒の女神』『え
てるにたす』ほか詩稿、「漢希ノート」など語学研究ノート、『壌
歌』自装原画、油彩画、押花帳、肖像写真、眼鏡など。購入
資料に「Ｔ･Ｓ･エリオットと近代人」ほか原稿や色紙なども｡
磯田光一資料（1990.8 ～ ）　
磯田美恵子氏寄贈 9,470 点。萩原朔太郎『月に吠える』無
削除本などの稀覯本を含む文学関係の蔵書のほか、「戦後史
の空間」「鹿鳴館の系譜」などの原稿、磯田宛の大岡昇平、
高橋和巳、塚本邦雄、埴谷雄高ら諸家書簡など。（財団元理事）
内田百閒資料（1991.4）　
佐藤ち江氏寄贈 320 点。日々の献立を記録した「お膳日誌」
（1964 ～ 1969）、岡山県方言集ノートなどの自筆資料、御
慶の会関連資料、落款印のほか、著書及び収録図書一括。購
入資料に「ノラや」ほか原稿なども。
生田長江資料（1991.12）　
生田夏樹氏寄贈 350 点。『玉石混淆』詩稿、「山川菊栄夫人
への反駁」ほか原稿、「ニイチェ研究」「釈尊伝」などの創作
ノート類、「震災記事」ほか日記、書、著書ほかの旧蔵書など。
長江没後に佐藤春夫らが遺族に宛てた書簡や、佐藤春夫の弔
辞もある。
中野重治資料（1992.2 ～ ）　
鰀目卯女氏寄贈 2,330 点。「日記帳 一九三四年夏」などの日
記、原稿、中野が妻ら家族にあてた書簡 590 通、窪川鶴次郎、
小林多喜二、佐多稲子、壺井栄、徳永直、宮本百合子、室生
犀星ら諸家書簡 1,650 通など。
栗林一石路資料（1992.7）　
栗林一路氏寄贈 3,500 点。『シャツと雑草』『俳句と生活』
ほか原稿、句帖や創作ノート、日記や手帳、妻宛及び荻原井
泉水らからの書簡、執筆誌切抜など。栗林らが創刊した「俳
句人」や編集に携わった「青木時報」「民報」、旧蔵書なども。
蘭郁二郎資料（1992.7）　
道又光子氏寄贈 600 点。処女作「息を止める男」ほか草稿、
「大氷裂」創作ノート、学生時代の手書き同人誌「牧場」「青
空」、執筆誌切抜、旧蔵品、没後に海野十三や江戸川乱歩が
道又夫妻に宛てた書簡など。著書や「探偵文学」「シュピオ」
などの同人誌も。
龍胆寺雄資料（1992.12）　
野口百合子氏寄贈 380 点。「エルサレムの道」ほか原稿や詩
稿、戦中日記などの自筆資料、執筆紙誌切抜、龍胆寺宛諸
家書簡、著書など。購入資料として、逗子を舞台にした「黒
檀の馬」ほか原稿や、榊山潤、中河与一、塚谷恵津子宛書簡
もある。
鮎川信夫・森川義信資料（1993.3 ～ ）　
森川正蔵氏､ 今滝康子氏､ 小林康子氏寄贈 160 点。鮎川「戦
中手記」ほか原稿、鮎川から森川義信及び森川の兄・正蔵や
妹・康子氏に宛てた書簡など。また中桐雅夫ほかの森川宛書
簡や森川の詩稿、手帖のほか、詩誌「LUNA」「LE BAL」など。
原満三寿収集金子光晴コレクション（1993.9 ～ ）　
原満三寿氏寄贈 3,150 点。代表作「人間の悲劇（1～6）」「ＩＬ」
および「詩集「三人」」の自筆ノート、「志士の墓」ほか原稿、
書画、著書、執筆誌ほか関連資料、森三千代関連資料、秋田義
一画「蘇州風景」「西湖風景」や金子光晴の会資料なども。
佐藤正彰資料（1994.2 ～ ）　
佐藤弦氏寄贈 1,350 点。近代仏文学の紹介に尽力した佐藤
によるボードレール作品などの訳稿や評論原稿、渡辺一夫ら
との共訳『千一夜物語』（読売文学賞受賞）訳稿など。大岡
昇平、日夏耿之介、渡辺らからの書簡、音楽集団「スルヤ」
関係資料なども。
花田清輝資料（1994.3 ～ ）　
花田トキ・黎門氏寄贈 530 点。「群猿図」「三国志をめぐって」
「ものみな歌でおわる」などの原稿や創作メモのほか、安部
公房、飯沢匡、富士正晴ら諸家書簡、安部、三島由紀夫ほか
の献呈本など旧蔵書。佐々木基一、野間宏、埴谷雄高の花田

宛弔辞もある。
谷田昌平・牟礼慶子資料（1994.7 ～ ）　
谷田昌平氏、牟礼慶子氏寄贈 720 点。谷崎潤一郎「鴨東綺譚」
冒頭原稿、堀辰雄手入れ「堀辰雄年譜」、中野重治書額、鮎川
信夫、伊藤整、神西清、津村節子、福永武彦、堀辰雄ら諸家書
簡、野間宏「顔の中の赤い月」を主題とした佐々木基一油彩
画など。

横山健堂資料（1995.2）　
東京都立中央図書館寄贈 80点。「新人国記」草稿、「近世教
育史」「武道史講義」などの執筆資料、家族宛書簡、別府や
耶馬溪を旅した際の記録や芳名帖など。関東大震災関連や戦
時中の新聞スクラップブックなども。
田中直樹（なおき）資料（1995.4）　
田中直樹（よしき）氏寄贈 420 点。田中編輯・刊行の「犯罪
科学」「犯罪公論」「文学界」関連資料。江戸川乱歩、川端康
成、谷崎潤一郎、山本周五郎ら諸家書簡のほか、「文学界」創
刊の際に同人が寄せ書きした色紙、周五郎の未発表原稿「鴉
片のパイプ」など。
山崎方代資料（1995.5 ～ ）　
根岸侊雄氏寄贈 110 点。「ふるさとの右左口郷は骨壺の…」
など書 57点のほか、草稿、肖像写真、落款印、書簡など。

井上光晴資料（1995.7 ～ ）　
井上郁子氏、狩野伸洋氏寄贈120点。創作ノート類を中心に、
原稿、執筆切抜など。井上は原稿の浄書を夫人にまかせてい
たが､ ノートにはその草稿にあたるものも多い。

中勘助資料（1995.7 ～ ）　
南谷行宏氏寄贈 80点。浄書詩稿、全集未収録を含む南谷宛
書簡 53 通、「かひふかしたけきる音かすかなり」書、著書
など。

李如雲資料（1996.2 ～ ）　
望月倫子氏、三好晴世氏寄贈 130 点。デビュー作「難民行」
の系譜作品「父と共に」「漲潮」「楊樹浦」のほか、横浜を舞
台にした「異人殺しのあつた朝」「根岸」「地蔵坂」などの小
説やエッセイの草稿、書など。
木下利玄資料（1996.4）　
小畑（嶋田）華子氏寄託 1,647 点。歌稿・草稿、日記のほか、
志賀直哉、武者小路実篤ら「白樺」同人や川田順、北原白秋、
前田夕暮など「日光」同人からの書簡など。学習院での回覧
雑誌、志賀直哉らとの回覧ノート「歌枕五人男」など「白樺」
前史資料も多数。

中尾充夫収集トルストイ資料（1997.11 ～ ）　
中尾充夫氏寄贈 1,170 点。中尾氏が数十年に渉り収集した
トルストイの邦訳著作、研究書、評伝、回想録など。二葉亭
四迷訳『軍事小説 つゝを枕』などの稀覯本も含む。このほ
かヘボン作成による日本初の和英辞書『和英語林集成』初版
も受贈。
富永太郎資料（1998.2 ～ ）　
富永一矢・真弘氏ほか寄贈 540 点。「自画像」「火葬場」「富ヶ
谷風景」などの絵や画帖、「秋の悲歎」「鳥獣剝製所」ほか詩稿、
詩帖、フランス詩ノートほかのノート類、中原中也ら諸家書
簡、肖像写真、旧蔵の洋書など、その短い生涯を網羅する内容。

嶋中雄作・鵬二資料（1999.1 ～ ）　
嶋中雅子氏寄贈 460 点。大岡昇平「レイテ戦記」原稿、永井
荷風、坪内逍遙、有島生馬、川端康成、佐藤春夫、野上弥生子
ほか書簡、諸家による揮毫帳、『濹東綺譚』私家版や発禁となっ
た『ふらんす物語』など稀覯本、島崎鶏二画島崎藤村デスマ
スクなど。

井伏鱒二資料（1999.5 ～ ）　
井伏節代氏寄贈1,370点。井伏「故篠原陸軍中尉」「「雨月物語」
明治翻刻本」原稿や小林秀雄、永井龍男原稿のほか、伴俊彦
宛井伏書簡および太宰治、青木南八、開高健、川端康成、庄
野潤三、永井龍男、三浦哲郎らからの井伏宛書簡 540 通など。

正岡容資料（1999.10）　
正岡淳子氏寄贈 2,250 点。「雲右衛門前後」「円朝」ほか原
稿や創作ノート類、師・吉井勇や阪井久良伎、長谷川伸ら文
学者に加え、花柳章太郎、林家正蔵ら芸能関係者からの書簡、
書画、執筆切抜、各種印刷物など。戯作や落語関係雑誌・新
聞などの旧蔵書も。

吉田満資料（2000.3）　
吉田嘉子氏寄贈 1,660 点。「戦艦大和ノ最期」初稿や単行本
出版の際に小林秀雄、三島由紀夫らから寄せられた推薦文の
原稿のほか、「臼淵大尉の場合」「提督伊藤整一の生涯」など
の原稿、創作メモ、執筆資料、書簡、執筆切抜、旧蔵書など。

宮田重雄資料（2000.8 ～ ）　
宮田洋子・佳子氏寄贈 2,740 点。宮田画  獅子文六「自由学
校」「但馬太郎治伝」などの挿絵原画、梅原龍三郎、獅子文六、
藤田嗣治ら書簡、青山二郎ほか揮毫「朱霞緑雲」画文帖、菊
池寛らの寄せ書きがある出征旗、田村泰次郎画「ムードンの
森の兎料理店」など。
平塚武二資料（2000.10 ～ ）　
長崎源之助氏、重清敏子氏寄贈 270 点。「風と花びら」「ヨ
コハマのサギ山」ほか原稿、「ヒルコ」「ハエの大旅行」など
未完作品草稿、「スプーン君」「おはなし出てこい」NHK台本
など。購入資料として「たまむしのずしの物語」など『風と
花びら』収録作品原稿。（長崎源之助氏は財団元評議員）

中尾進資料（2000.10 ～ ）　
結城千華子氏、鈴木恭子氏寄贈 450 点。海音寺潮五郎「西
郷隆盛」、司馬遼太郎「十一番目の志士」、柴田錬三郎『眠狂
四郎無頼控』など中尾進による挿絵や装幀原画多数のほか、
荻須高徳、子母沢寛書簡、装幀図書など。
籾山梓月資料（2000.11 ～ ）　
籾山やす・佐保子・三輪子氏寄贈 5,760 点。俳人であり、
籾山書店店主として出版界でも活躍した梓月の、句稿、創作
ノート、日記のほか、親密な交流のあった永井荷風をはじめ
大須賀乙字、小山内薫、久保田万太郎、島崎藤村、高浜虚子、
内藤鳴雪、夏目漱石らの書簡や書など。

山本七平資料（2001.9 ～ ）　
山本れい子氏寄贈 1,400 点。『小林秀雄の流儀』『日本資本
主義の精神』などの原稿、執筆誌や七平関連記事の切抜、写
真、愛用の眼鏡ほか遺品、安野光雅画の七平デスマスクなど。
著書や、山本書店出版物、執筆誌なども多数。
野村傳四資料（2002.3）　
宇宿徹氏寄託 576 点。夏目漱石の門下生だった傳四の原稿
のほか、漱石「文学評論」原稿、漱石及び同門の寺田寅彦、
野上豊一郎らの傳四宛書簡、漱石初版本など。また柳田国男
からの書簡や傳四著書など、教職の傍ら民俗学研究に携わっ
た傳四の業績を伝える資料も。
吉野秀雄資料（2002.4 ～ ）　
宮崎甲子衛・久子氏ほか寄贈 890 点。吉野選・宮崎主宰に
よる歌誌「砂丘」関係の原稿、書簡、書など。このほか藤井
美保子氏から須賀幸造宛、竹山秀之助氏から竹山晋一郎宛の
吉野書簡 350 通など。
菅原克己資料（2002.5）　
杉本カヅ氏、菅原克己文庫保存会寄贈440点。詩稿、創作ノー
ト、自筆パステル画や書、全著作と関連雑誌など。詩稿はノー
トから発表原稿まで様々な異稿が残されている。パステル画
は、自著の表紙に使われた作品も含む。

野村吉哉資料（2004.3 ～ ）　
佐藤緋佐子氏寄贈320点。『柿の木のある家』「小川のほとり」
など大正末期から戦前までの原稿、小川未明、与田凖一らの
吉哉追悼原稿、萩原朔太郎書簡、『月の物語』（アンデルセン
作）、『ふるさとの山』などの著訳書、主宰誌「童話時代」「親
友」など。

唐沢隆三収集資料（2005.7 ～ ）　
唐沢隆三氏寄贈 3,150 点。荻原井泉水の句稿ノートや手帳
のほか、井泉水、河東碧梧桐、栗林一石路らの書簡、種田山
頭火や井泉水「壁書」などの書画、「層雲」関連印刷物など。
また「初雁」「骨」「龍」「層雲会会報」など俳句雑誌も多数。
日影丈吉資料（2005.8）　
片岡静氏寄贈 300 点。デビュー作「かむなぎうた」初稿の
ほか初期作品「海辺の町の話」「蜃気楼」などの草稿、全集
編集の際発見された創作ノート類、スケッチブックなど。日
影手刷の同人誌「アルコル」や執筆切抜もある。
福田恆存資料（2006.10 ～ ）　
福田逸氏、現代演劇協会寄贈 400 点。「謎の女」「総統いま
だ死せず」「解つてたまるか！」など原稿やシェイクスピア
訳稿、手入台本、舞台稽古写真、チャタレイ裁判関係資料、
愛用の弓道具など。（財団元評議員）
櫻井書店関係資料（2006.12 ～ ）　
櫻井毅氏寄贈 2,080 点。石川淳「義貞記」、田中英光「われ
は海の子」、三好十郎「峯の雪」原稿、尾崎士郎、太宰治、
田中英光、塚原健二郎、三島由紀夫、三好十郎、山本夏彦書簡、
中川一政、村山知義、茂田井武装幀原画、室生犀星書幅など。
山田幸男収集中川一政文芸資料（2010.6 ～ ）
山田幸男氏寄贈 2,770 点。「冬のはじめ」など初期詩稿を含
む原稿、高村光太郎書簡、一政装幀原画のほか「春興」「虚
実戦ひて～」「椿」書画など。また一政著書と装幀本を網羅す
る図書 1,150 冊も。
城山三郎資料（2010.9）　
井上紀子氏寄贈 3,500 点。「指揮官たちの特攻」「もう、き
みには頼まない」原稿、石原慎太郎、丸山薫、吉川英治、中
曽根康弘ら作家、政財界関係者からの書簡のほか、辻井喬、
渡辺淳一弔辞、著書や旧蔵書、スケッチブックなど。（財団
元理事）
清岡卓行資料（2010.12）　
岩阪恵子氏寄贈160点。「マロニエの花が言った」、詩集『氷っ
た焰』ほか原稿約 80点、「海の瞳 原口統三を求めて」創作
メモ、原口統三はがき、セ・リーグ試合日程編成ノート、著書、
清岡編集の詩誌「鰐」など。
竹山道雄資料（2011.2）　
竹山保子氏寄贈 7,000 点。「ビルマの竪琴」草稿断片、「憑
かれた人々」「手帖」「みじかい命」原稿、ノート、安倍能成、
石井桃子、長与善郎書簡、著訳書、旧蔵書など。購入資料と
して『ビルマの竪琴』（中央公論社 1948）原稿（初出誌へ
の手入れ）も所蔵。
平尾榮美コレクション武井武雄資料（2011.6）　
平尾信正・和彦氏寄贈 1,000 点。「刊本作品」139 冊と専用
本箱全揃い、「刊本作品（豆本）ひとりごと」「親類通信」「親
類帖」、会員証、記念帖など “ 親類 ” と呼ばれた友の会会員
関連資料、版画、書簡、『お噺の卵』『花園の車』などの著書
や装幀書、掲載誌など。
上田保・静栄資料（2011.11 ～ ）　
加藤弘和氏寄贈 1,100 点。シュルレアリスト・上田保と妻
で詩人の上田（旧姓・友谷）静栄資料。高村光太郎による静
栄『海に投げた花』序文原稿、萩原朔太郎最晩年の書簡と
静栄による朔太郎追悼詩「香華」原稿、日記、金子光晴、森
三千代、北園克衛書簡など。
黒岩比佐子収集資料（2012.3）　
清水千枝子・章氏寄贈 4,300 点。黒岩が執筆のため収集し
た図書雑誌。『食道楽』『日の出島』『HANA，a Daughter of 
Japan』ほか村井弦斎著書、「東洋画報」「近時画報」「日露
戦争実記」などの国木田独歩関連雑誌など。
斎藤茂吉資料（2012.7）　
渡辺良彦氏寄託 77点。佐藤佐太郎旧蔵資料。佐太郎が清書
した本文に茂吉の後記を綴じた「歌集白桃」「歌集暁紅」や「後
鳥羽院と源実朝」「立石寺の蟬」などの茂吉原稿、愛用の眼
鏡など。このほか野崎美智子氏寄贈の茂吉書簡なども。
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平柳青旦子氏 俳書、俳誌 1,707 冊 82.10
和田伝氏 ｢沃土｣ 原稿など 2点 83.8
重富昭夫・治子氏 中河与一書簡など特別資料 104 点、図書 445 冊、雑誌 375 冊 83.8 ～
スタンヂ栄氏 谷崎潤一郎書簡など 9点 84.4
小田切進・瑛子氏 旧蔵書など 10,900点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   84.4 ～
福田清人氏 雑誌など蔵書 7,025 冊 84.7 ～
野口達雄氏 武者小路実篤原稿など 28点 84.8 ～
長谷川浪々子氏 鈴木三重吉など諸家原稿、書簡 76点 84.10 ～
片岡懋・千恵子氏 片岡良一・懋旧蔵図書 1,400 冊､ 雑誌 2,210 冊､ 諸家書簡など 360 点 85.1 ～
瀧澤伊代次氏 俳句関係図書 41冊、雑誌 686 冊 85.3 ～
高間秋子氏 高見順著書など図書・雑誌 91冊 85.5 ～
古山登氏 諸家書簡など特別資料 322 点、図書 843 冊、雑誌 278 冊 85.6 ～
和田佐久治氏 尾崎一雄書簡など 84点 85.7 ～
神原泰氏 自筆スケッチ「海浜にて」など 85.9
呼子よし氏 呼子丈太朗資料 268 点 85.9
井手文雄・芳枝氏 蔵書など 1,540 点 85.10 ～
塩荘一氏 塩長五郎蔵書 4,940 冊 86.4 ～
鈴木登良次氏 尾崎一雄著 ｢末っ子物語｣ 挿絵原画 1点 29枚 86.5
内山均氏 内山賢次蔵書 556 冊 86.5
上原英敏氏 砂原彪蔵書 1,600 冊 86.7 ～
石川愛子氏 石川光男蔵書 1,312 冊 86.10
三木卓氏 ｢Ｋ｣ ほか原稿、書簡、著書、旧蔵書など 2,800 点 86.11 ～
小林ドンゲ氏 装幀、挿絵原画など 4点 12枚 87.6
高野岳雄氏 雑誌 ｢山岳｣ など 255 冊 88.6
今公恵氏 太宰治書簡など 4点 88.7
司馬遼太郎氏 ｢翔ぶが如く｣ など原稿 6点 90.4 ～
團伊玖磨・紀彦氏 ｢パイプのけむり｣「九つの空」原稿と著書 18冊 90.7 ～
青木雨彦氏 戦後文学、内外の推理小説など蔵書 4,810 冊 90.8
佐々木信雄氏 井上ひさし ｢吉里吉里国地図｣ ｢吉里吉里国｣ 創作ノートなど 30点 90.9 ～
吉行淳之介氏 ｢砂の上の植物群｣ ほか原稿 24点 90.9
石井光太郎氏 句集、歌集、郷土史関係図書・雑誌など 8,497 冊 90.10 ～
栗原幸夫氏 小林多喜二遺稿、プロレタリア文化運動関係資料 9点、雑誌 66冊 91.6
庄野潤三氏 ｢鳥｣ ｢絵合せ｣ など原稿 13点 91.8 ～
金石範氏 ｢火山島｣ 原稿及び手入れ校正刷など 20点 91.8 ～
川口たつ子氏 川口敏男遺稿、書簡など 400 点、図書・雑誌など 1,620 冊 92.4
丸山キミ氏 丸山順太郎宛の谷崎潤一郎ら諸作家書簡 39点 92.8
山下麗子氏・一路会 一路会元主宰者山下陸奥旧蔵図書 1,981 冊、雑誌 3,008 冊 93.1
野村忠男氏 花田清輝ら原稿 60点、書簡 33点、図書 51冊、雑誌 15冊 93.4 ～
真尾悦子氏 志賀直哉らの原稿 10点、太宰治ら書簡 67点 94.10
日本近代文学館 出版社寄贈図書、雑誌の副本の移管 39,000 冊 94.11 ～
司修氏 装幀原画、著書など 30点 96.6 ～
日本ペンクラブ 諸作家のハワイ大学講義テープ 123 点 96.7
天沢退二郎氏 詩関係図書 1,565 冊、雑誌 1,324 冊 96.12 ～
棚橋弘氏 諸作家の氏宛書簡・写真など 135 点、図書 56冊、雑誌 4冊 97.1
西條八束氏 西條嫩子蔵書 1,444 冊 97.2
武田弘之氏 短歌関係図書、雑誌 899 冊 97.3 ～
紀田順一郎氏 平井呈一原稿ほか 15点、著書・雑誌など 50冊 97.6 ～
佐江衆一氏 ｢黄落｣ 原稿など特別資料 164 点、図書 21冊、雑誌 46冊 99.5 ～
尾崎左永子氏 著作原稿・草稿、メモ、書など特別資料 1,770 点、図書 40冊 99.6 ～
牧羊子氏 開高健 ｢珠玉｣ 原稿など 4点 99.7
山田花子氏 山田今次旧蔵図書 3,394 冊､ 雑誌 4,582 冊､ 書簡下書など 1,258 点 00.1
岡松和夫氏 著作原稿など 530 点、図書 1,320 冊、雑誌 160 冊 00.3 ～
竹西寛子氏 ｢管絃祭｣ ほかの著作原稿など 287 点 00.5 ～
高杉方宏氏 ｢面白倶楽部｣ ｢キング｣ ｢講談倶楽部｣ ｢日本｣ など雑誌 561 冊 00.6 ～

その他の主な寄贈資料（1982 ～ 2013 年度） 寄　贈　者 寄　　贈　　内　　容 寄贈年月日

野上透氏 井上靖、三島由紀夫、安岡章太郎ら作家の肖像写真 96点 00.6
近藤良之氏 倉田百三、幸田露伴、島崎藤村らの初版本など図書 1,488 冊 00.9
東朝子氏 椿貞雄装幀原画 3点 00.9
阿川弘之氏 ｢志賀直哉｣ など原稿 2点 00.11
吉田倫子氏 吉田𠘑生資料 145 点、旧蔵図書 2,365 冊、雑誌 2,750 冊 00.11 ～
桝居祐三氏 立原正秋 ｢夕河岸｣ など原稿 7点、図書 ･雑誌 30冊 00.12
保志伸子氏 島木健作、相沢良関係資料 156 点 01.3 ～
佐藤健二氏 ｢海の国｣ 原稿などの武田八洲満資料 150 点 01.6
曽我仁彦氏 ｢キネマ旬報｣ 1,168 冊 01.7
田中俊子氏 田中鬼骨旧蔵図書 219 冊、雑誌 424 冊 01.9
熊沢美佐子氏 熊沢正一旧蔵図書 435 冊、雑誌 2冊 01.11
田邊園子氏 氏宛野間宏書簡 16点ほか 02.2
佐岐えりぬ氏 中村真一郎資料 97点 02.11
田邉孝治氏 尾崎一雄、久保田万太郎、吉行淳之介などの原稿 10点 03.2 ～
鵠沼を語る会 今井達夫 ｢水上滝太郎｣ 原稿、日記、執筆誌など 560 点 03.9 ～
石橋安見氏 山本健吉資料。原稿、庄野潤三書簡など 46点ほか 04.1
江森國友氏 北村太郎 ｢朔太郎三読｣ 原稿、西脇順三郎書簡など 28点 04.1
風間正氏 風間完画 ｢遠い崖｣ 挿絵原画 1,496 枚 04.9
塚越正明氏 会津八一書、折口信夫短冊など特別資料 11点ほか 04.10 ～
横山隆雄氏 横山隆一旧蔵丹羽文雄ほか原稿、西條八十書など 29点 04.12
小長井和子氏 入江亮太郎 ｢舟の客｣ ほか原稿、日記など特別資料 423 点ほか 05.2 ～
新井満氏 原稿、関連視聴覚資料、著書、掲載誌など 630 点 05.5 ～
富士川義之氏 富士川英郎資料。原稿、日記など 218 点、図書・雑誌 667 冊 06.1 ～
荒井智之氏 小川国夫原稿、書、書簡、肖像写真、限定本など 110 点 07.3 ～
慶應義塾大学推理小説
同好会 江戸川乱歩らの ｢推理小説論叢｣ 掲載原稿や書簡 22点 07.4 ～

中川節子氏 村松梢風創作ノートなど 87点、図書・雑誌 100 冊 09.4
阿部由利子氏 阿部合成らの原稿 57点、合成ほか宛山岸外史書簡 48通 09.5
藤木悠子氏 藤木宏幸旧蔵演劇関係ほか図書 130 冊、雑誌 1,553 冊など 09.12
中村文葉氏 野間宏、富士川正晴らの羽山善治ほか宛書簡など 80点 10.12 ～
林利根氏 林唯一日記 27冊など 11.7
辻原登理事長 ｢村の名前｣ ほか原稿、創作ノート、著書など 80点 11.7 ～
小西陽子氏 筒井敬介 ｢青くて黒い鳥｣ ほか草稿、著書、執筆誌など 1,100 点 13.5
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閲覧室ミニ展示
　2005年から閲覧室利用の促進を図るため、閲覧室内に展示ケースを設置し、時期に応じたテーマを考えて特集しました。
また 2010 年度からは閲覧室に企画展示と連携した書籍の閲覧コーナーを設け、展覧会に出品された書籍や関連書籍等を
直接手に取って閲覧できるようにしました。

 ミニ展示名  会　　　期　　　等
 閲覧室
利用者数

 1 日
 平 均

1 文字・活字文化の日　記念展示  05 年 10 月 27日～ 11月 13日 （14 日間）          214人  15人

2 特集 ･クリスマスの本  05 年 11 月 15日～ 12月 27日 （35 日間）          536 15

3 特集 ･ ｢犬｣ の本  06 年 1月 5日～ 2月 26日 （35 日間）          472 13

4 特集 ･ ｢桜｣ をめぐって  06 年 3月 1日～ 4月 27日 （48 日間）          597 12

5 特集・「音楽と文学」  06 年 4月 29日～ 6月 29日 （52 日間）          565 11

6 特集・「スポーツと文学」  06 年 7月 1日～ 8月 30日 （52 日間）          479 9

7 当館の稀覯本から
明治大正期の稀覯詩集・詩雑誌

 06 年 9月 1日～ 10月 29日 （52 日間）
 （文字・活字文化振興事業）          418 8

8 特集・「忠臣蔵」  06 年 11 月 1日～ 12月 27日 （48 日間）          347 7

9 特集・「お正月」  07 年 1月 5日～ 2月 27日 （38 日間）          300 8

10 特集・「豆本」  07 年 3月 1日～ 4月 26日 （48 日間）          401 8

11 特集 ･ ｢薔薇｣ をめぐって  07 年 4月 28日～ 6月 28日 （53 日間）          607 11

12 特集 ･日本の怪奇幻想文学  07 年 6月 30日～ 8月 30日 （53 日間）          600 11

13 特集・食と文学Ⅰ  07 年 9月 1日～ 10月 30日 （53 日間）
 （文字・活字文化振興事業）          426 8

14 特集・冬物語 1  07 年 11 月 1日～ 12月 27日 （49 日間）          377 8

15 特集・食と文学Ⅱ  08 年 1月 5日～ 2月 28日 （39 日間）          340 9

16 装幀の美　特集・橋口五葉  08 年 3月 1日～ 4月 29日 （50 日間） 466 9

17 特集 ･桃太郎の世界
－滑川道夫文庫資料を中心に－  08 年 5月 1日～ 6月 26日 （48 日間） 551 11

18 特集 ･夏休み  08 年 6月 28日～ 8月 28日 （53 日間） 543 10

19 特集･明治大正期の稀覯本（小説）  08 年 8月 30日～ 10月 30日 （55 日 間）
（文字・活字文化振興事業） 469 9

20 特集 ･日本近代文学と源氏物語  08 年 11 月 1日～ 12月 25日 （48 日間） 439 9

21 特集 ･文人俳句（2/10 展示替）  08 年 12 月 27日～ 09年 3月 29日 （64 日間） 557 9

22 装幀の美Ⅱ　特集・恩地孝四郎  09 年 4月 1日～ 6月 28日 （76 日間） 943 12

23 特集・翻訳児童文学の源流を訪ねて  09 年 7月 1日～ 9月 29日 （78 日間） 678 9

24 特集・昭和期の稀覯本（小説）  09 年 10 月 1日～ 12月 24日 （73 日間）
（文字・活字文化振興事業） 688 9

25 特集・装幀の美Ⅲ　小村雪岱  09 年 12 月 26日～ 10年 3月 30日 （67 日間） 581 9

閲覧室内展覧会関連読書コーナー

 コ ー ナ ー 名  会　　　期　　　等
 閲覧室
利用者数

 1 日
 平 均

1 二葉亭四迷展 10年4月1日～4月18日（16日間） 155人 10人

2 城山三郎展 10年4月20日～6月6日（41日間） 579 14

3 開高健展 10年6月8日～8月1日（47日間） 876 19

4 長崎源之助展 10年8月3日～9月26日（48日間） 848 18

5 小泉八雲展 10年9月28日～11月14日（52日間） 993 19

6 三島由紀夫コーナー 10年11月16日～11年1月10日（40日間） 471 12

7 中山義秀展 11年1月11日～2月27日（31日間） 311 10

8 荻原井泉水と「層雲」100周年記念展 11年3月1日～4月17日（42日間） 495 12

 9 遠藤周作展 11年 4月 19日～ 6月 5日 （41 日間） 1,247 30  

10 「漱石と文人たちの書画」展 11年 6月 7日～ 7月 31日（47日間） 849 18  

11 安野光雅展 11年 8月 2日～ 9月 25日 （48 日間） 2,225     46  

12 林芙美子展 11年 9月 27日～ 11月 13日 （41 日間） 776     19  

13 司修『本の魔法』コーナー 11年 11月 15日～ 12年 1月 9日 （41 日間） 403     10  

14 作家と万年筆展 12年 1月 10日～ 2月 26日 （32 日間） 690     22  

15 太宰治関連書籍コーナー 12年 1月 29日～ 3月 29日 （41 日間） 741     18  

16 中薗英助展 12年 2月 28日～ 4月 22日 （44 日間） 660     15

17 斎藤茂吉展 12年 4月 24日～ 6月 10日 （41 日間） 1,010     25  

18 中野重治の手紙 ―『愛しき者へ』展 12年 6月 12日～ 8月 5日 （47 日間） 578     12  

19 寺村輝夫『ぼくは王さま』展 12年 8月 7日～ 9月 30日 （47 日間） 1,240     26  

20 島崎藤村展 12年 10月 2日～ 11月 18日 （42 日間） 824     20  

21 福田恆存資料展 12年 11月 20日～ 13年 2月 24日 （69 日間） 725 11  

22 添田啞蟬坊・知道展 13年 2月 26日～ 4月 14日 （40日間） 665  17

23 井上ひさし展 13年 4月 16日～ 6月 9日 （48日間） 1,584     33  

24 『中原中也の手紙』展 13年 6月 11日～ 8月 4日 （47日間） 653     14  

25 賢治＋司修 注文の多い展覧会 13年 8月 6日～ 9月 29日 （48日間） 822     17  

26 泉鏡花展 13年 10月 1日～ 11月 24日 （49日間） 701     14  

27 大佛次郎没後40年記念コーナー 13年 11月 26日～ 14年 1月 26日 （47日間） 409     9  

28 黒岩重吾展 14年 1月 28日～ 3月 30日 （44日間） 518     12  
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年度 開室 
日数

利用者数 特別 
資料 
閲覧 
者数

図書 
閲覧 
冊数

雑誌閲覧 特別
資料
閲覧
点数

複　　写 特別撮影 写真貸出 レファ 
レンス 
件数閲覧室 閉架 

資料 誌数 冊数 件数 枚数 件数 点数 件数 点数

1984 119 5,493 ― 0 ― ― ― 0 ― ― 1 1 3 5 ―

1985 282 11,330 ― 2 ― ― ― 212 ― ― 2 6 4 26 ―

1986 280 8,397 ― 11 ― ― ― 323 ― ― 8 70 13 53 ―

1987 283 7,761 ― 16 ― ― ― 277 ― ― 12 184 24 84 ―

1988 278 6,892 ― 24 ― ― ― 298 ― ― 14 249 32 164 ―

1989 280 6,455 ― 20 ― ― ― 495 ― ― 5 10 18 73 ―

1990 280 7,273 625 10 2,299 1,166 9,782 714 409 13,431 13 109 29 211 207

1991 281 7,713 566 12 1,614 651 6,739 91 346 9,458 11 113 28 185 262

1992 278 7,125 712 22 1,626 905 7,613 413 432 13,421 15 141 40 151 432

1993 142 661 402 22 1,076 342 3,859 1,005 264 6,511 16 147 46 152 170

1994 280 2,338 630 60 1,654 958 13,328 2,778 446 13,815 18 302 37 289 202

1995 277 2,280 745 88 2,261 963 10,562 5,075 538 22,435 29 406 66 628 252

1996 277 2,167 609 83 1,658 909 9,417 3,652 449 14,156 25 349 56 349 342

1997 276 2,234 664 52 2,708 1,344 13,029 7,053 581 22,384 27 627 41 263 309

1998 277 2,315 664 69 2,958 1,271 21,898 2,515 519 17,754 42 431 41 161 318

1999 276 2,485 794 60 2,727 1,600 23,510 5,878 602 23,663 47 1,295 51 261 369

2000 278 1,976 857 91 3,940 1,544 13,676 4,789 746 30,514 42 540 39 124 326

2001 277 2,188 726 94 2,685 1,404 18,182 4,952 739 33,269 36 370 46 239 331

2002 279 2,497 905 135 3,228 1,755 16,988 4,652 894 35,886 28 206 56 203 285

2003 278 2,425 854 117 3,728 1,934 16,663 4,974 871 31,287 35 298 82 396 330

2004 277 2,608 783 115 3,687 1,836 15,110 4,277 866 32,230 37 288 78 357 308

2005 278 3,533 781 140 6,681 2,374 17,297 2,620 896 36,223 21 208 100 429 292

2006 291 2,584 894 118 3,389 1,979 22,651 4,946 1,034 43,712 38 395 81 342 296

2007 294 2,762 763 145 2,940 1,948 17,393 4,631 908 33,648 24 367 103 903 216

2008 292 2,804 784 197 3,657 2,302 23,619 5,049 1,016 32,887 42 2,163 112 431 203

2009 294 2,908 802 134 2,881 2,143 20,048 3,440 844 29,676 50 416 86 325 199

2010 291 4,449 650 119 2,230 2,395 18,956 4,350 835 29,487 36 1,143 56 141 256

2011 292 6,748 659 266 2,036 1,957 20,546 10,431 763 29,892 46 375 105 1,943 213

2012 286 5,225 706 168 2,766 1,920 23,372 5,244 784 23,822 32 246 83 275 224

2013 294 4,913 570 216 2,475 1,744 16,793 8,800 734 21,713 39 379 80 311 231

閲覧室 ･ 資料利用状況

展覧会事業

文学展等の開催




